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人力や舌動すれば必ず出る・ゴミ"。 ゴミの量は1985年を境としてЮ年代後半に急増した。これは私たちが生活の利便性

快適l■ を追求したことの結果である。ゴミの量や質は地域性 経済性 1文集方法などにより大きく異なる。しかし、大

都市の最終処分場は限界状態日前である。また、ゴミ問題は環境問題とも大きくかかわっており 今日ゴミF.5題 を考え

る時、リサイクルということを抜きに考えることはできない。生活系のゴミと事業系のゴミ。これらのゴミに対して、

私たちはいかに対処していくべきか。さまざまな角度から考察していく。
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